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 1. Introduction 

田辺湾近隣河川における河床設置型河川水温計測 

久保 輝広（白浜海象観測所）・水谷 英朗（白浜海象観測所） ・武藤 裕則（徳島大学） 

  6. Conclusions 

 本研究では，沿岸海域に流入する河川水の影響を検討する事前調査として，田辺湾近隣河川
の下流域に水温計を設置し，田辺湾に注ぐ河川水の水温計測を2016年7月から開始し，同年10月
頃までの結果を用いてその初期経過の報告を行った。 

 沿岸海域の流動構造や水温や塩分濃度変化等の水質変化現象を詳細に把握するためには，
外洋側だけでなく河川から注がれる淡水流入の影響も重要な因子となる。 

  3. 水温計設置場所 

  4. 河川水温の計測結果 

  5. 田辺湾に注ぐ河川水温の推定 

 2016年４つの河川で測定した河川水温に対して，予備検討として河川水温と相関の高い気温
を用いて重回帰分析を行った。 
 

 今回は，目的変量の河川水温に対し，近隣地点の実測気温の前6日間平均値及び測定時気温
の２つを説明変量とし，各河川水温の重回帰式を求めた。 
 

 重回帰式で得られる水温は，当該地点の季節変動は再現できているものの，本研究が水温の
日変化や田辺湾に多くの淡水を供給する増水時の流入水温等の短期スケールの現象に着目し
ている観点からは，今回の重回帰式では再現性が不十分と言わざるを得ない。今後，どのよ
うな因子を考慮することで推定水温が実測値に近づくか継続して検討する必要がある。 

 今回の報告では，水温のデータ収集期間が不十分で概略的な検討しかできなかったが，河川
水温収集方法として安価で簡便な手法で有用なデータを収集することができた。田辺湾に注ぐ
河川水の影響を調査するために，今後も水温データを継続的に収集し検討を進める。 

 河川の水温は，季節及び日変化し，各地点の標高や天候，支川及び地下水流入や利水環境
の影響により，河川や上下流の位置によって水温に差が生じ，当然、流域内の気候変化や土地
利用の変化によって個別に河川水温に差が生じている。 

 本研究で対象としている和歌山県田辺湾近傍の河川では，水質監視の一環で水温の測定は
されているものの連続した計測データが乏しく，特に増水時に河川水温を測定したデータはほと
んどなく，田辺湾海域における淡水流入の影響について調査する本研究の目的を達成するには，
現存する計測データでは充分ではない。 

 本研究では，田辺湾近隣の４河川について河川水温の計測を実施し，田辺湾沿岸海域に流
入する河川水の水温推定式を作成すること，特に沿岸海域に多くの淡水を供給する洪水時の
河川水温を推定することを一つ目の目的とし，河川下流域に水温計を設置し河川水温の計測
を行った。本報告では，その研究初年度の初期経過を報告する。 

 本研究では，長期に亘って複数地点の河川水温を調査するため，できるだけ安価で簡便な水
温計測手法を選択している。 

TidbiT v2 (UTBI-001) 
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  本研究では，沿岸海域に流入する河川水の水温計測が主目的であるため，なるべく下流域に水温計を設置している。そして，潮位
変動等の海域の影響を受けないよう，感潮域を避け非感潮域の下流端を狙った位置としている。 

水温計設置地点の選定と注意点 

• 洗掘・堆積の河床変化が活発でない比較的安定した場所 
• 河岸近傍 （水温計交換時のアクセスを考慮） 
• 低流量時でも水温計が水面下に沈む場所 
• 工事予定区域外 （河川占用許可申請時に確認） 
• 人が容易に水温計に接触できず目立たない箇所 (釣り人等) 
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水温計TidbiT v2は保護のため、塩化ビニル樹脂の

エンドキャップとねじ式掃除口を組み合わせて作製
した小型ケースに入れて設置した。 

水面 
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通水のため、ケース
の上部・側面・底部
に複数箇所穴を開
けています。 

ステンレス線とホースクランプ
で水温計ケースを固定 
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打込み丸カン（13φ×1200mm） 
（流失防止） 

ワイヤー 

 【２つの杭の役割】 
・らせん杭：人力による容易な撤去を防止 
・長めの杭：河床洗掘による流出防止 

河岸 

※全河川占用許可申請済み 

10min. interval data Daily data 

 小型完全防水で河川・湖・海などの場所で長期計測が可能な防水温度ロガーTidbiT v2(Onset社製)を使用。 

気温から河川水温の推定 

河川水温の重回帰分析 

目的変量Y： 河川水温（℃） 

説明変量Xi： 測定時気温X1（℃）、前6日間平均気温X2（℃） 

データ期間：2016年7月中旬～同年10月下旬 

各河川の重回帰式 

AMeDASデータ（南紀白浜空港地点） 

芳養川 左会津川 

富田川 日置川 

芳養川 左会津川 

富田川 日置川 

芳養川 

左会津川 

富田川 

日置川 

増水時の河川水温 

河川名 河川水温の重回帰式 決定係数 標準
誤差 

観測 
データ数 

芳養川 Y = (0.464)X1+ (0.930)X2 – 9.485 0.83 1.67 2332 

左会津川 Y = (0.587)X1+ (0.586)X2 – 5.121 0.83 1.46 2446 

富田川 Y = (0.257)X1+ (0.581)X2 + 1.894 0.72 1.31 2203 

日置川 Y = (0.150)X1+ (0.681)X2 + 1.358 0.70 1.25 2613 

田辺湾近傍河川の水位（2016年） 

河床設置型河川水温計測 

↑和歌山県情報館 
http://kasensabo02.pref.wakayama.lg.jp/suii/index.html 
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田辺中島高潮観測塔

流域面積 
 芳養川：     27.8 km2 
 左会津川： 84.7 km2 
 富田川：   254.1 km2 
 日置川：   414.9 km2 

TidbiT v2(UTBI-001)の仕様 
計測範囲 -20～30℃ 

精度（分解能） ±0.2℃ （0.02℃@25℃） 

応答速度 5分(水中) 

バッテリー 3Vリチウム(交換不可), 寿命5年 

メモリ 64KB(42,000measurements) 

寸法<質量> 30mm×40mm×17mm <23g> 

耐圧水深 305m(1,000ft) 

P1 
P2 

2016/10/21 

※数回の増水による土砂堆積で水温計(P1)が河床下へ埋没し、2016/09/03に堰水位の運用
が変わり水温計が干出したため、水温計測の継続のため新たな水温計をP2地点に設置した。 

P1 大井堰 

P2 

P1 

2016/10/21 

2016/09/05 

P1 

2016/10/21 

埋没した水温計捜索で一苦労…。 

左会津川地点；右会津川合流地点近傍 

富田川地点；大井堰上流及び下流 

日置川地点；田野井橋下流 

芳養川地点；水観測所近傍地点（はやざと大橋上流） 
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水温計上部に約15cmの土砂堆積 

大井堰 

気温上昇 

水温低下 ※太線が推定式より求めた水温 

増水 

水温低下 

気温変化わずか 

増水 

気温 

水位 

水温 

気温 

水位 

水温 

気温に基づいた重回帰式で推定できない事例 

重回帰式と測定水温の比較 

※太線が推定式より求めた水温 

増水時は河川水温が急に低下することがあり，当然のことながら上記の気温を説明変量とした回帰式では水温低下が再現できない。 P2 

Daily data Hourly data 

河川増水時の河川水温 

水温 

気温 

水温 
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